
登米市下水道事業の概要について

登米市は、北上川、迫川などが流れ、また、白
鳥やガンなどが飛来するラムサール条約湿地の伊
豆沼・内沼をはじめ、その他大小の湖沼群があり、
人や多くの生き物に豊かな恵みを与える「水の
里」となっています。
このことから、市章を中心に、水面に広がる波
紋をモチーフとしたマンホール蓋としています。

登米市上下水道部

資料 ５
（第１回登米市上下水道事業運営審議会資料）
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登米市下水道事業区域図
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登米市の下水道事業の概況
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○本市の下水道は、公共下水道事業、農業集落排水事業、浄化槽整備推進事業により、地
域の実情に応じた事業手法で整備を進めてきました。

○下水道普及率（汚水処理人口普及率）は、平成17年の合併当初は62.3％でしたが、下水
道の整備が進むとともに向上し、令和５年度は85.6％となっています。
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【 区域イメージ図 】 【行政人口】
住民基本台帳の人口

【水洗化人口】
下水道処理区域内人口のうち、水洗化が完了し
ている人口

【汚水処理人口普及率】

市の全人口に対して、各処理区域内の人
口の割合

【処理区域内人口÷行政人口×100】
（浄化槽は設置済人口）

【水洗化率】 (汚水衛生処理率）

市の全人口に対して、実際に排水設備等を
設置し、下水道を利用している人口の割合

【水洗化人口÷行政人口×100】

【接続率】

処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置
して、下水道に接続している人口の割合

【水洗化人口÷処理区域内人口×100】
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※他市は令和４年度



令和５年度決算状況
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県内14市の比較
令和６年10月1日現在、１カ月あたり20㎥使用した場合、県内で1番高い使
用料となっています。

（単位：円） （税込）

２段階で改定

県内市との下水道使用料比較表


